
卒業式が行われました。 

 

３月１日（木）卒業式が行われました。野球部

の生徒も無事卒業しました。卒業おめでとう！！

高校野球人生は早かったら２年と３ヵ月です。長

いようで短い高校野球人生。高校野球を終え卒業

をした今、最終的に何を感じこれからの自分の人

生にどう活かしていくかです。社会も仕事も家族

も人間関係で成り立っています。『容易く（たやすく）

簡単で自分に都合良く、自分の好きなことを自分

の好きな時間に』そんな時代にはなっていますが、

人間関係だけはそうはいきません。自分のことだ

け頑張る訳にはいきません。自分の都合と自分の

損得を優先に主張する訳にはいきません。自分以

外のことにどれだけ頑張れるかです。社会のため、

会社のため、誰かのため、これからはやってもら

う立場から、やってあげられる立場です。人生は

人間関係の貸し借りで成り立っていることを忘れ

ず、これからも頑張ってください。卒業おめでと

う！！保護者の方々にも大変お世話になりまし

た。ありがとうございました。 
 

ボランティア活動を 

行いました。 
 

３月１１日（日）例年行わ

れている野球部としてのボ

ランティア活動を行いまし

た。内容については森の里小

学校の野球場に、森の里少年

団の選手との融雪剤まきで

す。この取り組みだけではなく、色んな形で野球

をやっている小学生と関わり、ふれあう機会があ

ればと考えています。融雪剤まきも含め、ご意見



ご要望があれば言っていただければと思います。

野球人口拡大のためにも、高野連としての取り組

みも含め、帯広南商業高校野球部としても行動し

なければいけないと思っています。小学生だけで

はなく小学生以下の子ども達にも何かできること

はないかと考えているところです。ご希望ご提案

があれば、是非ともお聞かせ願いたいと思ってい

ます。 

 

 

 

 
 

 

 

 

資格取得の取り組みが 
終了しました。 

オフの間、野球部として取り組んだ資格取得が

すべて終了しました。結果だけを見てとやかく言

うつもりはありませんが、資格取得状況を確認す

ると、例年に比べなかなか結果が出なかった今年

の取り組みでした。自分に都合良く、自分以外の

何かのせいにしないで、この結果を謙虚に受け止

め、自分の甘さ、自分の弱さ、緩い雰囲気、抜き

癖、緩み癖を自分の力で自分たちの力で解決する

ことです。今までの野球の取り組み、野球での結

果を見るとそんなに驚く今回の結果ではありませ

ん。自分で自分の甘さ、弱さと向き合い改善する

ことです。先輩方が残した取り組み、それに対し

ての成果、そして今回の取り組みとその結果。周

りの雑音と甘い誘惑に心を乱されることなく、現

実を受け止めることです。自分で自分を律する力

を身につけてください。自己理解、自己解決がで

きる年齢です。色々な手助け、支え、同調を期待

するのではなく、色々なことから自立し、自分自

身の力で自分を成長させることです。この取り組

みで感じたこと、得られた経験をどう野球に活か

すかです。１年生は１年分、２年生は２年分の野

球と勉強の結果は数字としてきっちり表れたはず

です。しっかりこの現実と向き合い自分の実力に

見合った取り組みを実践することです。時の経過

は止めることはできません。今日のこの日、この

時間を大切にしてください。 

帯広南商業高校野球部 監督 小林 真基  



 


